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飯田市飯田市飯田市

講師：小谷汪之さん
こ　たに　ひろゆき

さ　とう　まさとし

場所：飯田市上郷考古博物館１階会議室

場所：飯田市上郷考古博物館１階会議室場所：りんご庁舎 ３階会議室

（東京都立大学名誉教授／インド中世・近代史）

ち　ぢ　わ　いたる

講師：千々和 到さん
（國學院大學教授／日本中世史）

講師：佐藤全敏さん
（信州大学准教授／日本古代・中世史）

　土地が排他的・絶対的支配権としての私的所有の対象と
なったのは、明治初年の地租改正を通してである。それ以
前の社会にあっては、ある土地が私のものであるといって
も、私だけのものではなかった。土地はある種の社会的所
有の下にあったのである。本講座では、日本とインドを事
例として、前近代社会における人と土地との関係が、「近
代化」政策の中で、どのように変わっていったのかという
問題を考えてみたい。それは、私的土地所有を歴史的に相
対化して、未来に向けて人と土地とのあるべき関係を模索
することにつながるであろう。

　インド教や仏教は、悪いことをすると地獄に落ちるとい
う。また、死後、人はさまざまな生き物に転生するともい
う。この両立しそうもない考え方をどう理解すべきなのか。
　インド教では、罪ほど恐ろしいものはない。一度罪を犯
せばその罪が転生を繰り返してもついて回る。仏教でも罪
は恐ろしいもので、堕地獄の恐れは人々の心に深くしみこ
んでいた。しかし、中国を経て日本に入った仏教の場合、
インド教ほど罪の観念を肥大させることはなかったようで
ある。その違いがどうして生じたのかも考えてみたいこと
である。

　中世の人々の願いは、一言で言うとすれば「現世安穏、
後生善処」ということであろうか。現世の平穏を願ってさ
まざまな祈祷をし、また死後の極楽往生を願ってさまざま
な供養をし、仏像を作り、あるいは五輪塔、板碑、宝篋印
塔などの石塔を立てる。この講座では、そうした祈祷や石
塔の造立などに籠められた中世人の願いをできるだけ具体
的に見ていくことにしたい。

　中世には、戦争を終結するなど何らかの約束をするとき、
さらには事件の犯人ではないかと疑われて身の潔白を証明
するようなとき、必ず「起請文」という誓約の文書を書い
た。起請文は単なる誓約書ではなく、神々や仏の名を書い
てその神仏に対して約束し、ウソをついたときは神罰・仏
罰を受ける、というものであった。とすれば、起請文につ
いて考えることから、中世の人々と神・仏との関わりを改
めて考えることもできるだろう。
　この講座では、上田市の生島足島神社に所蔵されている、
武田信玄に対して武将等が忠誠を誓った大量の起請文にも
触れながら、起請文について検討していくことにしたい。

　平安時代の天皇の食卓が、あるとき劇的に変化すること
を具体的に考察する。そして、そこから国家支配理念の変
容、ひいては東アジア世界の変動まで考えてみたい。

　古代天皇が口にする食材はどのように集められていたの
か、そしてそれがどのように変質していくのかを具体的に
考察する。古代天皇の性格変容がみえてくるはずである。

人と土地の関係史
5月9日（土）13：30～17：00

中世の人々の祈りの風景
5月30日（土）13：30～17：00

古代天皇の食卓
7月11日（土）13：30～17：00

インド教・仏教における罪
5月10日（日）10：00～14：30

中世の誓約の作法
5月31日（日）10：00～14：30

古代天皇の食材の集めかた
7月12日（日）10：00～14：30
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飯田アカデミア飯田アカデミア 歴史学を中心とした専門研究者が、広い視野から、興味深い研
究の最前線を分かりやすくお話しします。ぜひご聴講ください。

第49講座

第50講座 第51講座

■申込み・問い合わせ　電話、ファクシミリ、Ｅメー　　

　ル、ながの電子申請サービス(http://shinsei.e-nagano.

　lg.jp)で、歴史研究所へお申込みください。

■ファクシミリまたはＥメールでお申込みの場合は、　

　住所・氏名・電話番号を明記してください。

■1コマ90分、各講座は計４コマ（各日２コマ）です。

■会場 49・51講座　飯田市上郷考古博物館1階会議室
　　　　　　　　　　　　　　　　　（飯田市上郷別府2428-1）

　　　 　　50講座　飯田市りんご庁舎3階会議室
　　　　　　（飯田市本町1丁目15番地、地域交流センター）

■募集人数　各講座30人

■受 講 料　1コマ100円（資料代）
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　満州移民が送出される直前の飯田下伊那の状況について、
どのような社会状況・経済状況の中で移民が送り出されたの
か、これまでの研究では何が分かり、何がまだ分からないの
か、参加者の皆さんと一緒に、満州移民についての理解を深
めたいと思います。

　上久堅開拓団の構成・ソ連軍侵攻時の団の対応・逃避行と
越冬・引き揚げ、と経過を追い、この開拓団が迎えることと
なった大きな「悲劇」の要因を探ります。現在の「評価」に
ついても、上久堅の皆さんとお話ししたいと思います。

　この本の著者のうち３人が、担当した章
に基づいて、各地域で、今改めて満州移民
について考えます。本を読んでいらっしゃ
らない方にも分かりやすく解説しますので、
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

　　　　　　　　　市誌編さん事業
　歴史研究所の調査研究活動の成果を集約し、身近な地域の歴

史と文化を市民に知ってもらう取り組みを行います。

◆「基礎史料編２」の刊行　

◆ジュニア･ライブラリー2「水引・元結と紙すき」（仮題）の刊行

　　　　　　　　　調査研究事業
　資（史）料の現状記録調査、歴史的建造物調査、聞き取り調査

（オーラルヒストリー）を行うとともに、アーカイブズの収集・

保存・活用・公開を行い、地域の歴史・文化を解明していきます。

市民や研究者、大学等の研究機関との協働を模索しながら行い、

その成果を研究集会・年報等で公表して市民に還元していきます。

◆研究成果の公表（刊行物）

　・歴史研究所年報７

　・聞き取り調査報告書『下伊那のなかの満洲　第７集』

　・聞き取り調査報告書『飯田町の暮らし　第４集』

◆第７回飯田市地域史研究集会

　・開催時期：平成21年８月29日（土）・30日（日）

　・テ ー マ：「戦争にいたる道―霞ヶ関と飯田―」（仮題）

　・研究集会の目的

　中央と飯田（地方）の両方から、複眼的かつ具体的に、アジ

　ア・太平洋戦争に至る道を明らかにしていきます。

◆歴史研究活動助成

　市域を対象にした研究活動を助成することで人材の育成に努め、

　研究成果の蓄積を図り、広くその成果を地域に還元していきます。

◆定例研究会

　研究所のさまざまな研究活動を促進するため、研究会を公開

　で行います。

　　　　　　　　　　　教育事業
　市民が自分たちの住む地域を知り、地域を大切に思う心を培

い、人材を育む地域の力―「地育力」を高めていきます。あわ

せて調査研究、教育を行う人材の育成を目指します。

◆地域史講座の開催

　飯田・下伊那の歴史を題材とした最新の地域史研究の成果に

　ついて発表します。

◆飯田アカデミアの開催

　歴史学を中心とした外部の講師による大学専門課程レベルの

　学術講座を開催します。

◆飯田歴研ゼミナールの開催

　市民が主体的に歴史を学んでいく場として、近世史ゼミ・近

　現代史ゼミ（それぞれ月２回）・建築史ゼミ（月１回）を開

　催します。

◆情報紙「歴研ニュース」発行（年６回）

●4月11日（土）　午後1時30分～午後3時30分
　「1920～30年代の飯田下伊那」
　・講師　鬼塚　博（研究員）

　・場所　千代公民館 大会議室

●5月16日（土）　午後2時～午後4時
　「昭和20年8月の上久堅開拓団」
　・講師　本島和人（調査研究員）

　・場所　上久堅公民館 ホール

定例研究会 ～～～～～～～～～～～～
研究活動促進のため、公開の定例研究会を飯田
市歴史研究所研修室において開催します。

当研究所の上飯田村絵図３点と、飯田市立図書

館の松川入絵図３点を一堂に展示。幕末から明

治にかけての上飯田村があらわれます。また、

図書館所蔵の関連史料もあわせて展示します。

【展示説明会】

日時：4月25日（土）午後1時30分～午後3時

場所：飯田市立中央図書館２階研修室

講師：竹ノ内雅人（研究員）

展示期間：4月25日（土）～4月30日（木）

　　　　　※4月27日（月）は休館日です

場所：飯田市立中央図書館２階研修室

4月18日（土）午後2時～午後4時

「飯田・下伊那の本棟造」
講師：金澤雄記（研究員）

5月23日（土）午後2時～午後4時

「近世清内路村の煙草生産と流通」
講師：竹ノ内雅人（研究員）

歴史研究所編『満州移民―飯田下伊那からのメッセージ』を題材に
した講座です。4月から6月まで月１回行います。

絵図と史料からみる

　上飯田の江戸時代

満州移民満州移民

歴史研究所の 平成21年度事業概要を お知らせします
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　歴史研究所編（2007年刊）
『満州移民―飯田下伊那からのメッセージ』
（「第13回平和・協同ジャーナリスト基金奨励賞」受賞）

▲

飯田下伊那からのメッセージ飯田下伊那からのメッセージ

シリーズ
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■開催日　4月14日／5月12日　

■担　当　金澤雄記（研究員）

■開催日　4月8日（最終回）
■担　当　鬼塚　博（研究員）

■開催日　4月9日・23日
　　　　　／5月14日・28日

■担　当　田中雅孝（調査研究員）

歴研ゼミ歴研ゼミ４月・５月の予定

実践的に歴史研究の方法を学ぶ講座で
す。各ゼミでは随時受講生を受け入れ
ています。

※4月8日をもちまして、鬼塚担当の現代史
　ゼミは終了します。新しいゼミについて
　は後日ご案内します。

近世史ゼミ
近世下伊那の民衆生活史

■開催日　4月7日・21日／5月19日

■担　当　竹ノ内雅人（研究員）
第1・第3火曜日

第2・第4木曜日

第２火曜日

　飯田下伊那のことを調べ始めたのは1991年ごろだったと思いま
す。修士論文のテーマを探すために『長野県史　史料編』をめくっ
ていたら、大正時代の飯田下伊那の青年会の史料が目に留まり、当
時のこの地域の青年がどのような思いでその文章を書いたのか興
味が湧きました。そして、2004年からは飯田市歴史研究所で働くこ
とになりました。
　着任してからは、史料を読むだけでなく、こちらに在住の方々に
聞き取りをさせていただきました。専業農家、兼業農家、会社員、満
州からの帰国者の方、調理師、自営業、警察官、元アウトロー、教師、
デザイナー、主婦、ブラジリアン、工芸家、Iターン、Uターンの方、
書ききれませんが、他にも多くの方々にお話をうかがいました。
　その中で感じたことは、同じ地域・職業でも個人の歴史が異なっ
ているということです。長野県内でも飯田下伊那は、戦前から第２
次産業・第３次産業の就業人口比率が高い地域です。加えて、各々
の町村、その中の地区も独自の特徴を持っています。また、近年で
は飯田市の外国籍住民の割合も全国平均の２倍近くあります。職
業、性別、年齢、住む地区、そして個々の環境などによって様々な歴
史があり、多様性を持ちながらも一つの経済圏・文化圏を作ってい
る飯田下伊那をどのように描くかということは、研究の課題とな
りました。
　その結果、個々人の生活史を深く掘り下げる必要を感じました。
今は農家の家計簿の分析に取り掛かっています。農家の家計簿か
らは、農産物の生産、どこで何を購入したのかという家計の支出、
金融の状態がわかります。一農家がどのように地域経済とつな
がっていたのかを見ることによって、この地域の商業の分析、これ
まであまり触れられてこなかった消費の分析ともつながっていく
のではないかと考えています。
　最後になりますが、このような機会を与えてくださった市民の
皆さまに感謝いたします。飯田を離れることになりましたが、これ
からも飯田下伊那の地域史の研究は続けるつもりでおりますの
で、今後ともよろしくお願いします。

近藤サトルさん（アパレルブランド・LAF・オーナー
／デザイナー、飯田市語りスト）

歴史研究所を知る―鬼塚さんと出会って―

　僕が初めて鬼塚さんにお会いしたのは数年前。
経営するお店のカウンター越しでした。「地元の
人ではないな」と感じたのが第一印象。厳つい体
で眼光も鋭く、恐いもの見たさで話しかけたのを
覚えています。そんな珍しい空気感の中、少しず
つ会話にもなり、「歴史研究所」の存在をその時
初めて知りました。歴史研究！？何の為に！？それっ
て行政関連！？など、それまでその機関を知らなかっ
た僕にとって、頭が？？？な感じでいっぱいでした。
　しかし、幕末から明治維新にかけ、日の本にお

いて活躍された偉人たちの話が大好物だったせいか、
鬼塚さんの話にもすんなり入る事ができました。
今の日本は豊かになりすぎたせいか、人としてあっ
てはならない事件や政治問題が多発しています。
話をするうちに、歴史を知って、今、そして未来、
を考えなければならないように思えたりもしたし、
グローバルな視点からの日本と飯田下伊那の話は
とても刺激的でした。自分は服飾デザインの仕事
をしているのですが、アメリカ女性のファッショ
ンと飯田下伊那が関係あったなんて。日本人、外
国人にとらわれず酒飲んで遊んでる（月1位？）方
の話とは思えなかったです。
　この飯田下伊那は、3,000メートル級の山脈に囲
まれているせいか、良くも悪くも閉鎖的で地元意

識が強いように感じます。「この
土地で何ができるか？誰の為に、
何の為に…」、日々そんな事ばか
り考えている自分にとって、鬼塚
さんたちの活動や存在は、心のど
こかで大きなモノとなっています。

市民
の
声

■時間 午後7時～8時40分（各ゼミ共通）

鬼塚　博（研究員）
退任のごあいさつ

近現代史ゼミ
地域社会史入門－飯田町の記憶を探る－

現代史ゼミ
地域社会とグローバリゼーション

建築史ゼミ
建築と町並みの見方
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●●●●●●●●歴研日誌歴研日誌

■ 3 日�近世史ゼミ「毛賀村の村掟」
■ 4 日�現代史ゼミ「江戸から大正までの地域経済の移り変わり」
■ 4・6 日　歴史的建造物調査
■ 5 日�聞き取り調査（青島清秋氏・下久堅）
■ 7 日�飯田アカデミア第 47 講座「地域史研究の方法」鈴木良さん
■ 10 日　建築史ゼミ「景観」
■ 12 日　近現代史ゼミ「『聞き書き　飯田町の暮らし』編集委員会」
■ 12・13 日　日本力行会史料調査（東京）
■ 14 日　定例研究会「『軍教問題對談話會記事』を読む」清水迪夫
■ 17 日　近世史ゼミ「川路村馬商市願書」
■ 17・18 日　歴史的建造物調査
■ 18 日　現代史ゼミ「地域経済の変化の梃子」
■ 20 ～ 22 日　旧南信濃村役場文書調査
■ 21 日　地域史講座「禅僧たちの戦国時代」織田顕行
■ 25 日　歴史的建造物調査
■ 26 日　曙の里講座「村絵図からみる飯田と羽場のいまむかし」（上飯田村

絵図公開・羽場公民館）／近現代史ゼミ「SBC テレビ「残された刻―
満州移民 最後の証言」放映鑑賞」

■ 1 日　歴史研究助成報告会／「飯田歴史懇話会」の皆さんとの懇談
■ 1 ～ 4 日　原晃一氏所蔵文書調査（東京大学日本史学研究室近世史ゼミ）
■ 3 日　近世史ゼミ「旧飯田藩士柳田家日記『心覚』より元治元年11月25日」
■ 4 日　福武学術文化振興財団研究助成贈呈式出席（東京）
■ 6 日　南信州地域文化懇話会出席
■ 7 日　建築士会町並みハイク
■ 7・8 日　飯田アカデミア第 48 講座「飯田の古墳と社会・飯田と「中央」、そ

して渡来人」土生田純之さん
■ 10 日　建築史ゼミ「本棟造」
■ 11 日　山下大輔氏所蔵文書調査／歴史的建造物調査
■ 12 日　近現代史ゼミ「2008 年度ゼミの反省会」
■ 14 日　地域史講座「飯田・下伊那の本棟造」金澤雄記
■ 17 日　歴史的建造物調査／近世史ゼミ「飯田町の豆腐値上げ」
■ 18 日　現代史ゼミ「英語教育の政治性：地域における展開」
■ 21・22 日　座光寺史料調査会（今村八束氏所蔵文書）
■ 25 ～ 27 日　座光寺小学校史料調査
■ 28 日　喬木村旧富田館見学会／定例研究会「耕作地主の経営分析―松尾

村森本家の事例―」田中雅孝

■継続調査　松澤卓治氏所蔵文書、菊池謙一・幸子史料、後藤信正氏所蔵文書、
　今村八束氏所蔵文書、森本信正氏所蔵文書、北原嘉雄氏所蔵文書、岩戸久
　義氏所蔵文書、本多広文氏所蔵文書、松田初美氏所蔵田中伍市関係史料、　
　上松家所蔵文書、中原謹司史料、楯操氏史料、岡田昭夫氏所蔵文書、南原区
　民センター所蔵文書、山下大輔氏所蔵文書、部奈一朗氏所蔵文書

４月・５月の催事スケジュール

開所時間　午前９時～午後５時
休 所 日　日曜日、月曜日、祝日、
　　　　　12月29日～１月３日
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上飯田村絵図展示

　（ 飯田市立中央図書館）
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「信州飯田ふるさと会」
　　　図書販売（東京）
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史料で読む飯田・下伊那の歴史 1
松尾大森本の家と周辺の社会

貴重な歴史史料である古文書を広くご紹介し、地域を知る手がかりとするため、２つのシリーズを出版します。

※詳しくは歴史研究所までお問い合わせください。

一つひとつの古文書を読み、解釈し
ながら、飯田・下伊那の過去の人々の暮
らしを考える新シリーズの書籍です。
今回は、松尾新井森本家（大森本）に

残された古文書から、農業のあり方、洪
水被害の様子、家を維持する努力、凍り
豆腐への取り組み、国内政治との関わ
りなど、家や地域を取り巻く幅広いテ
ーマを取り上げ、松尾とその周辺の社
会を考えます。

問い合わせ 　飯田市歴史研究所　　　☎ 0265-53-4670 FAX 0265-21-1173

（B5判・64頁
　　　　・700円） （A5判・520頁・2,800円）

新刊紹介新刊紹介

「
役
用
古
記
録
抄
帳
」
の
原
本

▲

飯田・下伊那史料叢書近世史料編 1
飯田町役用古記録
飯田・下伊那史料叢書は、当地方の歴史を知る上

で基礎となる古文書を、活字資料として出版するシ
リーズです。
今回は、江戸時代飯田町の役人であった人物が、

自分の業務に役立てようと、他の町役人の家に残さ
れていた慶長６（1601）年から宝暦９（1759）年ごろ
までの役務記録から、町で起こった出来事・訴訟・
法令をピックアップして書き留めた「役用古記録抄
帳」を翻刻・出版します。


